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【主な研究成果】
腱修復はしばしば腱周囲に生じた瘢痕癒着によって阻害され、この瘢痕が最適な腱治癒と力学的伝達に重要な異方的コラーゲンマイクロアーキテクチャを妨げている。本研究では、ヒト超乾燥羊膜（HD-AM）が腱周囲の癒着、コラーゲン線維配列の回復、および腱修復中の力学的特性に及ぼす影響について検討した。ラットのアキレス腱を切断し、HD-AMで包んだ場合と包まない場合で修復した。組織学的分析、TGFB1の免疫組織化学、コラーゲン線維配向評価のための偏光顕微鏡検査を腱損傷4週間後に行った。さらに、ラットのアキレス腱治癒モデルを用いて、修復後4週目に引き抜き強度試験を行った。その結果HD-AM群では、線維化組織の浸潤が有意に減少した。腱の癒着形成に寄与するTGFB1陽性細胞は、HD-AM群で有意に減少した。偏光顕微鏡検査では、HD-AM群の修復された腱において、コラーゲン線維の組織化が改善され、異方性の微細構造が増強されたことが明らかになった。さらに、機械的試験により、HD-AM治療は生体力学的特性を改善し、対照群と比較して腱の硬さが有意に高く、腱の内在的治癒が促進されたことが示された。
HD-AMは、TGFB1を抑制することにより腱周囲の癒着を効果的に防止し、異方性コラーゲンの微細構造の回復を促進し、修復された腱の力学的特性を向上させた。これらの知見は、HD-AMが腱修復における機能的転帰を改善する有望な治療的アプローチであることを支持するものである。本成果は現在、国際英文誌に投稿中である。
【今後の展望】
治癒結果に対する長期的な影響を明らかにするために、腱のリモデリングの期間を考慮した長期の試験を実施することが必要である。さらに、ヒトの腱損傷に対する今回の動物モデルの適用性については検証が必要である。抗癒着特性と治癒促進作用の組み合わせにより、HD-AMは外科的腱修復に対する有望な治療介入となり、臨床応用に向けてさらなる研究が必要である。
【具体的な成果】
　●論文
Human hyper-dry amniotic membrane prevents peritendinous adhesions and improves microstructural anisotropy in tendon repair, submitted.
　●学会発表　2025.10月　第40回日本整形外科学会基礎学術集会　発表予定
　●国際会議発表
　●招待講演
　●受賞
　●獲得外部資金　　　など。
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